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第1試合【1回戦】湘南1勝

投手戦から一転、最後は港南の
投壊で湘南が勝利

【勝】谷田　　　 1勝

【敗】金森　　　 1敗

ＭＶＰ：関根　　V打点：冨田
二塁打：古山・亀田宏(港南)
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古山 3 2 .6002

大谷 3 2 .6257

新川 2 .2866

亀田宏 2 1 .6008

小林隆 3 1 1 .4441

成田 2 .0003

金森 2 .0005

高橋幹 2 .167D

河原 2 .1679

中上 2 .1674

市之瀬 2 .167D

佐藤寿 1 .0008

石川誠 1 .2862

中路 3 1 .3753

冨田 2 1 .2869

小嶋 2 1 1 .3337

廣野 3 1 .1675

網倉 1 .200D

田端 2 1 .0006

古川 2 .0004

関根 2 .2861

谷田 1 .000D
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※守備位置はスタート時

20 3 3 .150チーム計6 1 .240チーム計

小林隆 4 134

金森 6 2 41 2/3

亀田宏 11/3
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関根 1 244

谷田 3 1 222
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11 3 436チーム計 4 3 266チーム計

４回無失点と良い流れ

を作りました（関根）

港南は開幕で小林が好投も継投が
乱れ時間切れに救われた形、対す
る湘南も開幕は関根が４回までは
好投するも続投した５回以降に失
点と、継投が課題の両チームの対
戦は、この日も小林、関根両投手
が好投。港南・小林は４回３安打
無失点、湘南・関根も４回４安打
無失点と、スコアボードに０が並
び続ける。そして、課題の継投と
なった５回、港南２番手・金森、
湘南２番手・谷田ともに３者凡退
に抑え、さらに０が並ぶ。しか
し、６回表に試合が一転。港南・
金森が突如制球を乱し、３連続四
死球で満塁とすると、さらに３つ
の押し出し四球を与え降板、代
わった亀田も押し出し四球を与え
４失点。その裏、湘南。谷田も２
安打に３四球などで２点を失う
も、辛うじて後続を断ち、湘南が
逃げ切った。ＭＶＰは４回無失点
の関根。両チームともにはっきり
とした課題が浮き彫りになった試
合となった。（港：菅）

審:五十嵐

第2試合【1回戦】港1勝

港、序盤に得点を重ね開幕連
勝！

【勝】斎藤　　　 2勝

【Ｓ】川崎　　　 2S

【敗】早川　　　 2敗

二塁打：大石(浜友)・菅和・川邊・川崎・斎藤(港)
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菅和 2 1 .3758

高橋茂 3 .0006

川邊 2 1 1 .5712

嶺井 1 1 .3335

川崎 2 1 2 .3759

斎藤 2 1 1 .2501

三輪 2 .4007

西村 1 1 .2504

上原 2 .1433

高橋信 2 .333D

椎野 2 .000D

清水 2 .1672

石川伸 2 .6006

磯 2 1 .3753

新垣 2 1 .500D

大石 2 1 1 .2005

岩田 2 1 .1674

入江 1 1 .2007

高畠 2 .1439

江川 2 .000D

山中 2 .333D

岡崎 2 .000D

白井 2 1 .2008

早川 2 1 .3331
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25 7 1 .280チーム計6 4 .286チーム計

斎藤 344

川崎 1 2 232
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早川 3 1 553

岩田 112
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４回完封、１打点

（斎藤）

開幕明暗が分かれた港と浜友の対
戦。１回裏、港は先頭の菅が二塁
打で出塁し三盗に成功すると初回
からクリーンアップが爆発！川邉
の二塁打、嶺井の安打、川崎の二
塁打であっという間に浜友先発の
早川から３点を奪う。さらに３回
裏も、先頭の菅が四球と二盗塁で
三塁まで進むと、嶺井が四球から
二塁を陥れる間に本塁に帰り追加
点を挙げる。この後斎藤の適時打
も飛び出し、港は３回までに５点
のリードを奪う。対する浜友は、
４回まで港先発の斎藤に４安打無
得点に抑えられるが、５回表に港
二番手の川崎を攻め、内野安打、
大石の中超え二塁打で待望の１点
を奪う。なおも内野安打、四球で
満塁とすると敵失で２点を追加し
この回３点を返す。最終回は川崎
が無安打に抑え、港が５-３で浜
友を下し開幕２連勝を飾った。Ｍ
ＶＰは、４回完封、１打点で投打
に渡る活躍を見せた斎藤が選ばれ
た。(港南：河原)

審:五十嵐
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第3試合【1回戦】浜風1勝

浜風快勝、前半戦で勝負決める

【勝】乙戸　　　 1勝

【Ｓ】工藤　　　 1勝 1S

【敗】大川　　　 2敗

ＭＶＰ：樋高　　V打点：田中正
二塁打：長南(浜翔)・田中正・樋高(浜風)
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本末 1 .4292

工藤 3 2 .3336

田中正 3 1 2 .3335

軽部 2 1 .0004

伊勢 2 .2008

乙戸 3 1 2 .2501

伊藤慎 2 1 .143D

瀧澤 2 1 1 .3337

樋高 2 1 1 .3333

渡部 2 .1679

弘中 2 .000D

山脇 3 .1256

高木浩 1 1 .3338

長南 3 2 2 .4292

犬塚 2 .0003

後藤 3 2 2 .2505

片岡 3 1 .1437

大川 2 .0001

山田 3 .0004

丸木 2 .0009
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22 5 5 .227チーム計7 7 .292チーム計

乙戸 2 4 244

工藤 3 2 312
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大川 3 2 374

後藤 1 11
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5 6 556チーム計 4 3 375チーム計

ダメ押し？適時打

（樋高）

初夏の様な緑園。第三試合は浜風
乙戸、浜翔大川の先発でプレイ
ボール。乙戸は浜翔打線を三回ま
で三者凡退の好投。対する大川は
波に乗れず初回から四球、犠打安
を与え、続く田中正が期待通りの
左翼超え２点タイムリーで先制。
更に内野が乱れ２点を献上。三回
の浜風打線は初回同様、本末が四
球、工藤の犠打に一塁犬塚が猛
ダッシュするも防げず内安。後続
の乙戸、新人伊藤、瀧澤、樋高が
連打し９－０の大差。４回浜翔の
反撃。疲れの見える乙戸から四
球、長南長打、死球、後藤適時打
９－２に追い上げる。継投工藤が
乱調で浜翔反撃が続く。３連続四
球後、２本目長南長打で４点差に
迫り、なお無死で中軸を迎える。
が、工藤の気迫が浜翔の勢いを断
ち、６人連続凡退。９－５で浜風
に軍配。ＭＶＰにはダメ押し適時
打を放った樋高が嬉しい初選出と
なった。(浜友:清水）

審:磯　典夫

港 3 3 0 0 6 1.000 23 19 9 .291 .406 6 0

浜風 3 3 0 0 6 1.000 0.0 15 20 12 .211 .371 6 1

港南 3 2 1 0 4 .667 1.0 22 1 12 12 .289 .379 6 1

湘南 3 1 2 0 2 .333 1.0 14 11 13 .189 .348 5 2

浜翔 3 0 3 0 0 .000 1.0 12 11 23 .174 .278 7 0

浜友 3 0 3 0 0 .000 0.0 18 11 15 .250 .365 3 0

試合 勝利 敗戦 引分 勝点 勝率 G差 安打 HR 得点 失点 打率 出塁率 失策 OIP

チーム成績

港 ○○ ○

浜風 ○○ ○

港南 ● ○○

湘南 ●● ○

浜翔 ●● ●

浜友 ● ●●

港 浜風 港南 湘南 浜翔 浜友

チーム勝敗表


